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新潟市教育委員会 平成１９年５月 定例会会議録 

日 時 平成１９年５月１４日（月） 午後３時 
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沼垂図書館長 八 木 秀 夫 地域と学校ふれあ
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時  刻 午後３時００分 
開会 

宣 言 者 委員長 

議案番号 件       名 

  選挙 

  

議案番号 件       名 

議案第３号 新潟市教育委員会組織規則の一部改正について 

議案第４号 新潟市立図書館条例施行規則の全部改正について 

議案第５号 新潟市立図書館協議会運営規則の一部改正について 

議案第６号 
平成２０年度使用新潟市立小学校・中学校・特別支

援学校並びに高等学校用教科用図書採択に関する基

本方針について 

  

付議事件 
（４件） 

  

記  号 件       名 

 教育フォーラムについて 

 マイスター養成塾について 

 生涯学習ボランティアバンクについて 

  

報告 
（３件） 

  

記  号 件       名 その他 
（ 件）   
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第１ 開会宣言 
○委員長 午後３時００分開会を宣言する。 

 
 
 

第２ 会議録署名委員の指名 
○委員長 小池，田中両委員を指名。 

 
 
 

第３ 付議事件  
○委員長 議案第３号新潟市教育委員会組織規則の一部改正について、説

明を教育総務課お願いいたします。 
 

○教育総務課長 教育総務課でございます。議案書の１ページをお開きください。

新潟市教育委員会組織規則の一部改正でございます。改正概要

ですが、特別支援教育サポートセンターが６月１日に開設され

ること、さらに１０月１日に中央図書館が開館することから改

正を行うものであり、さらに今年の４月１日付けにおいて教育

事務所に主任が配置されたため、それにあわせた改正を行うも

のであります。そして新潟市教育委員会組織規則の改正により、

改正が必要となる新潟市教育財産管理規則を附則で改正するも

のであります。施行期日が特別支援教育サポートセンターに関

わる部分が６月１日付け、中央図書館に関わる規定が１０月１

日、その他の規定は公布の日からということでございます。改

正内容につきましては７ページをお開きください。新旧対照表

でございます。第４条学校支援課の分掌事務のうち（４）連絡

調整の規定の中にサポートセンターを追加いたしました。１９

条の２にサポートセンターの分掌事務を規定し、機関に指導主

事を置くことを規定している第３３条にサポートセンターを追

加したこと、第３７条は教育次長、サポートセンター所長が欠

けた場合に職務代行の規定でございますが、ご覧の規定を追加

しております。８ページをご覧ください。当該組織規則を改正

することにより、改正が必要となる新潟市教育財産管理規則で

ございますが、第５条で学校支援課長が統括する教育機関とし

てサポートセンターを加えるものであります。以上が６月１日

施行の改正部分でございます。次に１０月１日施行の改正につ
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いてですが、９ページをご覧ください。中央図書館開館に伴う

規定の追加でございます。１３条で沼垂図書館から中央図書館

への改正、また中央図書館は課制をしくことから、ご覧の２課

５係の設置、第１４条は中央図書館の分掌事務を、第１４条の

２で中央図書館以外の図書館の分掌事務を規定しております。

３０条は、中央図書館は課制をしき、館長補佐を置かないこと

から館長補佐の規定を整理したこと、第３７条は職務の代行の

規定であり、教育次長また中央図書館長等の機関の長が欠けた

場合の職務代行者をそれぞれ記載の通り規定するものでありま

す。１１ページでございます。中央図書館について新たに規定

することによる新潟市教育財産管理規則の改正であり、第２条

で教育財産管理者の規定に中央図書館長を加えたこと、それか

ら今まで図書館の教育財産管理者であった生涯学習課長を中央

図書館長に変更するための改正でございます。次に１２ページ

をご覧ください。公布の日から施行する部分の改正内容でござ

います。この４月の人事異動に教育事務所に主任を配置したこ

とから、第２５条の２として主任を置くことのできる規定を設

けました。改正内容は以上でございます。 
 

○委員長 それでは、今ほど課長から説明がありました改正事項、特に多

いのは特別支援教育サポートセンターができるということ、そ

れから中央図書館が開設するということに伴ってのいくつかの

改正点になるかと思いますが、何か質問、ご意見等ございませ

んか。それではよろしいでしょうか。よろしくお願いいたしま

す。承認いたします。続いて、議案第４号になります。沼垂図

書館長お願いいたします。 
 

○沼垂図書館長 議案第４号でございます。１３ページをお開きください。概要

については２月定例会で条例改正案とあわせてご説明しており

ますので、重複したしますがご容赦ください。主な改正点は記

載の通りでございますが、中央図書館の設置に伴って休館日、

開館時間の規定を新設すること、新市図書館全体の休館日、開

館時間と貸出冊数や貸出期間など整理統一するものでございま

す。初めに休館日についてですが、中央図書館については記載

のように毎月第２金曜日、図書整理日として毎月第１水曜日の

月２回といたします。その他年末年始、それから蔵書点検期間

については現行どおりでございます。それから地区図書館のう

ち、各行政区の中心となる豊栄図書館を始め記載の６館につい
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ては、現行の月曜日から金曜日に変更すると同時に、祝日を開

館することといたします。その他の松浜図書館を始め、９館及

び生涯学習センターの図書館については、基本的に現行どおり

といたします。開館時間については、中央図書館は平日午前１

０時から午後８時、日曜日と祝日は午後５時までといたします。

また豊栄図書館他５館については、土曜日を午後７時までに統

一いたします。それからその他の地区館、生涯学習センター図

書館については基本的に現行どおりでございます。次にその下

の貸出冊数、期間については、全館を記載のように旧新潟市の

規定に統一いたします。それからその下の中央図書館の多目的

ホールと研修室の利用手続について、記載の通りとするもので

ございます。概要は以上でございますが、条文につきましては

次の１４ページから２９ページまでに記載してございます。少

しご説明しますと、１４ページの中ほどの第２条が、現行どお

り分室が２９箇所ございます。その設置の規定でございます。

現行どおりでございます。それから第３条は今ほどご説明した

休館日と開館時間の規定でございます。これは１４ページから

１６ページまで続いております。それから１６ページの中ほど、

第４条から１８ページの中ほど第１１条までについては、貸出

に関する手続規定でございます。それから１８ページの１３条

から２０ページの１９条までは中央図書館の多目的ホール、研

修室の利用に関する手続の規定でございます。なお２０ページ

の中ほどに附則で施行期日と経過措置を記載してございます

が、中央図書館に関する規定については１０月１日から、それ

以外の館の休館日、開館時間等の施行については、２０年４月

１日からといたします。概略は以上でございます。 
 

○委員長 ご質問、ご意見等ございましたらお願いします。 
 

○佐藤委員 休館日の図書整理日が、全ての図書館が毎月第１水曜日となっ

ているのですが、これは何か理由があるのですか。 
 

○沼垂図書館長 各館電算で全部オンライン化しておりまして、貸出を停止した

状態で図書を整理するということが必要でございまして、これ

を同時にやらなければならないということでございます。 
 

○髙山委員 もう既に決定したということでありますが、中央図書館午後８

時閉館というのは少し早いような気もするのです。一応施行し
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ていただいて、神戸なんかは９時くらいまでやっていたと思う

のです。受験勉強などをやっている人たちが利用しているとい

うようなこともありまして、もう少し９時くらいまで延ばして

もらうとか、それから高齢者が多くなれば午前１０時というの

は、スタートをもう少し前倒しにならないかという気もするの

です。今勤務は２交替制になるのですか。１０時というのはデ

パートみたいなもので、図書館ですから、もう少し利用者の立

場に立って開館時間というものを、もう決まってしまっている

のですけれども、今後の検討課題としていただけないだろうか

という気がするのですが、どんなものでしょう。 
 

○委員長 現状もお分かりでしたら、例えば１０時開館であちこちの図書

館が１０時頃に大勢行っているのか、あるいは午後７時で例え

ば豊栄、山の下と閉館しておりますがどんな様子か、その辺り、

もし分かればお話しいただけますか。 
 

○沼垂図書館長 休館日とあわせまして図書館の開館時間については、実は市長

への手紙のほかに図書館長への手紙といいますか、図書館への

便りということで各館に箱を設置しております。その中でやは

りこういう資料を置いてほしいということとあわせて、特に開

館時間を髙山委員おっしゃるように、１０時前から開けないだ

ろうかとか、あるいは今現行平日７時でございますけれども、

もう少し遅めにというようなご意見もいただいております。実

際には開館することによってまた利用も増えるとは思いますけ

れども、正直申し上げて夜間の利用は全体としてはそれほど多

いわけではございませんけれども、利用の希望が多い。逆に潜

在的なニーズがあるということは承知しております。実際に中

央図書館を開館してみまして、また利用者の声を聞きながら検

討してまいりたいと考えております。 
 

○委員長 開館をして利用の現状を捉えて、もう１度検討していただくと

いうお話しですので、よろしくお願いいたします。他にござい

ませんか。自分で分からない、興味があるものですからお聞き

するのですが、貸出冊数、期間のところで団体と書いてありま

すね。これは結構利用が多いのですか。１００冊３１日間とい

うのが出ておりますが。 
 

○沼垂図書館長 主に多いのは学校に対する団体貸出でございまして、今数字は
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覚えておりませんが、かなり市内各小学校、中学校使っていた

だいています。一部高校も使っていただいています。 
 

○委員長 はい、分かりました。それでは第４号議案になりますが、よろ

しいですか。よろしくお願いします。それでは続いて第５号議

案は図書館協議会運営規則の一部改正についてですが、お願い

します。 
 

○沼垂図書館長 ３５ページでございます。資料といたしましては３６ページ、

それから新旧対照表の３７ページの３ページでございます。内

容につきましては、図書館協議会運営規則の一部改正について

は、この度の条例改正に伴う規定の整備ということでございま

す。以上でございます。 
 

○委員長 条例改正に伴っての規定の整備ということですが、よろしいで

しょうか。それでは続いて第６号議案、平成２０年度使用新潟

市立小学校・中学校特別支援学校並びに高等学校用教科用図書

採択に関する基本方針について、学校支援課お願いいたします。 
 

○学校支援課長 ではよろしくお願いいたします。３８ページが小学校・中学校

特別支援学校用教科用図書採択に関する基本方針でございま

す。４点ございます。１点目は採択に関しては義務教育小学校

の教科用図書の無償支援措置に関する法律、関係法令及び通達、

通知に基づいて厳正に行うということでございます。平成１６

年度に小学校、平成１７年度に中学校の採択がございましたの

で、基本的には平成２０年度の使用の教科書につきましては、

小学校、中学校共に平成１９年度のものを採用するというよう

なことでございます。そこで今年度は小中学校の特別支援学級

並びに特別支援学校の１０７条に該当する図書、いわゆる絵本

等でございます。この採択をするということでございます。こ

の１０７条図書の採択につきましては、新潟市の特別支援教育

関係教員及び保護者の代表による専門調査会の推薦により、教

育委員会のほうで採択をするということで、新潟市教科用図書

選定委員会は設置をしないということでございます。そして先

ほど申し上げました２０年度使用の小学校、中学校の図書は平

成１９年度と同じものを選択するということでございます。続

きまして高等学校の採択に関する基本方針でございます。これ

につきましては、教科用図書の採択は地教行法第２３条の規定
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によって教育委員会が行うことになりますが、採択に当たって

は各学校がそれぞれの教育課程に則しての意見や希望が反映さ

れるようにするということでございます。その具体的な方針と

いうようなことで、高等学校長にその学校に適する教科用図書

を次の各項によって選定させ、その結果を尊重して採択をする

というような方向でお願いしているということでございます。

それは１つ目がそれぞれの学校の教育課程実施に最も適切であ

ると判断される教科書であること、それから文部科学省の教科

書編集趣意書等を活用するなど、教科用図書の比較検討を組織

的、計画的に行うこと、それから選定のための委員会等を設け

る場合は人選や機構について慎重に考慮し、責任体制を明確に

すること、そして不当な宣伝や勧誘にのせられることなく公正

を確保することというようなことで進めていきたいと考えてお

ります。以上、基本方針ということでよろしくお願いいたしま

す。 
 

○委員長 小中特別支援学校、高等学校があるわけですが、本年度の採択

は小、中はないと、１９年度と同じ教科用図書を採択するとい

うことになっております。それでいわゆる１０７条図書、特別

支援学級及び特別支援学校の使用する教科書を採択する。また

高等学校は毎年になりますので、高等学校の教科書を採択する。

その基本方針を提案してくださったわけですが、いかがでしょ

うか。ご質問、ご意見等ございませんか。この基本方針は昨年

と同じですね。よろしいですか。 
 

○髙山委員 昨年度未履修問題がクローズアップされましたので、ぜひそれ

もよく考えて、特に高等学校の選定に当たっていただきたいと

いう要望をしておきたいと思います。 
 

○委員長 他にございますか。今ほどのお話し、学校のほうへよく伝えて

いただきたいと思います。それでは２つの基本方針について承

認いたします。以上で付議事件は終わります。 
 

第４ 報 告  
○委員長 報告に入ります。教育フォーラムについてお願いします。 

 
○教育総務課長 報告の１項目目ですが、教育フォーラムの開催についてご報告

いたします。議案書では４１ページ、４２ページでございます。
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お手元にカラー刷りのチラシをお配りしていたと思いますけれ

ども、ご覧いただきたいと思います。新潟からの教育改革とい

うことで、教育フォーラムを開催するということでございます。

日時は６月２日土曜日、午後３時から５時半くらいまで、この

時間帯で教育フォーラムを開催するということでございます。

会場はりゅーとぴあ劇場でございます。先週の校園長会議にお

いて篠田市長が説明しておりましたけれども、現場に軸足を置

いた教育の方向性について緊急にアピールする必要があると、

篠田市長を始め県内４区首長さんの強い問題意識から、新潟か

らの教育改革、副題が地域と共に歩む学校をつくるというテー

マで教育フォーラムを開催することといたしました。杉並区立

和田中学校でよのなか科の授業や、学校支援本部の設立など

様々な実践を発信している藤原和博校長先生からの講演と、長

岡、新潟、見附、聖籠の４区首長さんのパネルディスカッショ

ンという構成になっております。コメンテーターとして作曲家

の三枝成彰さんからもパネルディスカッションに加わっていた

だく予定にしております。なお、このフォーラムは新潟市以下

４市１町の主催という形で開催することとしております。説明

は以上でございます。 
 

○委員長 市長との懇談会及び校園長会議研修会ですか、そこでの講話の

中にも説明がございましたが、何かご質問、ご意見等ございま

すか。 
 

○髙山委員 もうこれは募集を始めているのですか。集まり具合はどんなも

のでしょう。 
 

○教育総務課長 昨日市広報に掲載させていただいて、かなり電話の問い合わせ

がありました。 
 

○委員長 劇場は６００人の定員というのですが、満員で６００人ですか。 
 

○教育総務課長 ８００人くらいは入ると。 
 

○委員長 定員は６００人ということで、その他講師も入るのでしょうか。

６００人を超える人たちが聴けるということになりますね。ぜ

ひ満杯にして新潟の意気を示してほしいなと思います。それで

は引き続いてマイスター養成塾についてですが、お願いします。 
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○教職員課長 それでは４３ページから５９ページまで、マイスター養成塾の

実施計画を挙げさせていただきましたので、これに基づいてご

説明申し上げたいと思います。まず４４ページをお願いいたし

ます。まず養成塾の実際に研修を受けている受講者の名簿です。

６名のグループを今３グループ作りまして、合計１８名マイス

ター養成塾で研修を進めているところです。４月の２０日に入

塾式を行いまして、研修がスタートしております。具体的な学

校名と氏名、性別、希望の教科等については、そこに書かせて

いただいている通りですけれども、女性については１８分の７

が女性教諭になっております。それから外部指導者というのは、

各教諭が希望してぜひこの方から講師になっていただきたいと

いう希望があった方から、外部指導者ということでお願いをし

ているところです。基本的には新潟市内の校長、教頭が中心に

なります。１人だけＡの一番最後６人目のところで、阿賀野市

立安野小学校の校長先生の名前がございますけれども、この方

は新潟在住の方でいらっしゃいます。小学校の校長先生ですけ

れども、実際に英語で新潟市の総合教育センターでも指導主事

をした経験のある方でいらっしゃいます。それから右側のほう

が担当する指導主事ですけれども、６人がグループを組んで指

導していくというような体制をとっております。具体的な主な

内容についてご説明申し上げたいと思います。４６ページをお

願いいたします。まずこのマイスター養成塾の目的については、

教育ビジョンに掲げさせていただいています優れた教師力、い

わゆる授業力、組織マネージメント力、人間力を備えるという

ことを前提としながら、子どもたちに学ぶ喜び、楽しさを感得

させる授業実践を行って、それを市内の教員に対していい意味

でリーダーとなって活躍して、それをきっかけとしながら全体

の教師力向上を図るというものでございます。内容については、

後ほどご説明申し上げたいと思います。４７ページの６番です

けれども、研修が１年間の予定ですけれども、終った段階での

研修成果の活用についてですけれども、まず養成塾の１年間の

修了者については修了証を授与し、修了者名簿に登録をする。

２番目としては、その中で特に授業実践が優れていると認めら

れた者にはマイスター、いわゆる授業の達人としての称号を授

与するということ。それから３番目としては、今後そのマイス

ターが市内の教職員研修の中における指導者になったり、それ

から協力者となって活躍してもらうということでございます。

４８ページをお願いします。研修内容の主な概要について、４
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８ページの図で書かせていただいております。特に中心となる

のが、上から２つ目の授業研究の研修、これは６人で１つのグ

ループになっているわけですけれども、それぞれが互いの授業

を見あうというところが、このグループ研修の特色です。それ

から２つ目のマンツーマン研修というのは、それぞれの学校で

授業を行う中へ指導主事が派遣をしていって、各個人に対して

授業研修を行うものであります。それ以外のところとしては、

夏季研修、授業批正、これは１２年経験者研修の指導に参加を

するということです。それからマイスター認定授業等がござい

ます。４９ページ以降５１ページまでがそれぞれの研修につい

ての具体的な内容が記されておりますし、５２ページ、５３ペ

ージに日程が記載されております。基本的な考えとしては、グ

ループ研修以外についてはできるだけその学校の授業を生かす

形で、外に出ないでその学校を中心に研修を行っていくと。理

由はそれぞれマイスター養成塾に入っている教員がどの学校に

おいてもやはり中核的な人材ですので、できるだけその学校の

中で研修を行うようなことを配慮しているところでございま

す。５４ページをお願いいたします。研修支援体制ですけれど

も、特に３番の認定審査委員会というところをご覧になってい

ただきたいと思います。このマイスターの養成塾を通しながら、

マイスターとしての認定を行っていくわけですけれども、その

ために認定の審査委員会を今後編成していきたいと思います。

具体的な委員の選定等については、今後の教育委員会等でご報

告申し上げたいと思いますけれども、３行目のところで認定の

審査委員会については、やはり客観的な基準をどのような形で

作っていくのかというのが大きなポイントになっていくと考え

ております。５５ページをお願いいたします。５５ページの研

修教科の選択というところですけれども、それぞれの教諭は教

師になってからご自分の主たる専門教科を中心に研修をしてい

るわけですけれども、今後市内のリーダー、それから管理職に

なるということを考えたときに、自分の研究教科だけではなく

て、他の教科に対しても授業を的確に批正できる力を高めたい

ということで、先ほど申しましたグループ編成を行ったり、互

いの授業批正というのを設定しているところです。その中には

例えば道徳ですとか、特活ですとか、総合的な学習の時間も入

ってきます。５７ページをお願いいたします。先ほどマイスタ

ーとしての認定の話を申し上げましたけれども、５７ページの

４番のところですが、マイスター認定授業をしたうえで、残念
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ながらマイスターとして認定されなかった人についても、ぜひ

再チャレンジの機会を設けたいということで現在検討している

ところでございます。それから５８ページ、５９ページをお願

いいたします。先ほど申し上げましたように、できるだけそれ

ぞれの勤務校での研修を中心とする関係から、５８ページの２

番のところですけれども、授業研究レポートをメーリングリス

トということで、それぞれの個人研修の部分については、授業

研究の研修レポートをメーリングリストにしながら、いわゆる

デジタルデータとして互いに交換していくという方法を考えて

おります。５９ページの４番のところにも、メーリングリスト

の作成と活用ということが記載してある通りでございます。以

上でございます。よろしくお願いいたします。 
 

○委員長 それではマイスター養成塾、いかがでしょうか。ご質問等ござ

いませんか。 
 

○佐藤委員 最近教育再生会議でも教職員の再認定といったものが声高に出

ているのですが、このマイスターに認定された教職員の皆様の

メンテナンスといったものはどういう形で進んでいくのでしょ

うか。１年研修を受けてマイスターになられるのですね。その

後スキルを上げていくようなメンテナンスを、特化して認定を

受けた方にやっていかれるのか、マイスターでも金、銀、銅の

ランク付けとか、マイスターが多ければ多いほど学校の形とし

てはよくなるでしょうし、当然転勤もあると思うのですね。実

施計画の中に人数的なものというのはあったかどうか、その辺

りを含めてご説明願えますか。 
 

○教職員課長 まず認定されることについては、絶対評価ですので、１８人の

うち何人認定するということは言えませんけれども、スタート

の年で非常に優秀な方がたくさんいらっしゃいますので、目安

としては１０人程度を認定できるのではないかと想定はしてお

ります。それ以降については、第１回で優秀な方がたくさん出

ていますので、年度ごとに５人程度を目安としては認定できれ

ばいいのではないかと考えているところです。それからマイス

ターとして認定されるということは、認定授業の中で絶対評価

に基づいて認定されますので、新潟市の教員の中でも極めて授

業力、人間力、組織マネージメント力に優れているものである

と考えますので、できるだけその人たちが今後新潟市の他の教



 １３ 

員をリードしていくような形で活躍してほしいと願っていま

す。ただ、やはりこれはあくまでも実践力が中心ですので、新

潟大学等とも連携しながら、場合によっては新潟大学の大学院

のほうに行って、今持っている実践力に理論も加えながら、で

きれば理論と実践を兼ね備えた教員をリーダーとして育成した

いと。その人たちが将来的には例えば指導主事ですとか、学校

の管理職として将来的にはぜひ各学校、地域の中心者となって

活躍してほしいと思っているところです。 
 

○委員長 今のことにあわせてなんですが、再認定みたいな制度が出てお

りましたね。落ちた人については、次年度またケアをしていく

ということなのですが、実はここに受けている人たちというの

は、選び抜かれた人たちですね。あるいは自分の気持ちのうえ

でも、「よし、やってみよう」という人がまず出てきていると思

うのです。その人たちがマイスターの認定制度の授業を見て判

定されて、「あなたはマイスターではありません」と言われたと

きのケアがどうなるのかと。そこが一番私は問題だろうと思っ

ているのです。教員というのはもともとが全部同じレベルでス

タートしているという前提で仕事が進んでいくわけですので、

そういう中で研修をやって「あなたは力がありません」と言わ

れる、それが公表されるわけです。他の研修はそういうことは

ありません。１８人のうち１０人くらいというと、８人は「あ

なたは力がありません。もう１度がんばってください」という

ことになるわけですので、そこをどうケアするのかということ

が非常に大事になってくるかと思うのですが、その辺について

何かお考えはありますか。 
 

○教職員課長 基本的に教師力の３つの力を考えながら、絶対評価の評価基準

をこれから策定したいと思っています。そうすると実際授業を

した段階で、例えば項目の中でこの点はものすごくいいのだけ

れども、ここが不十分だとういことをできるだけ明示をして研

修もしていきたいと思っています。最終的に認定授業に臨んだ

ときに、例えば「あなたは授業構成力は非常にいいのだけれど

も、子どもとのキャッチボールの中で、そこまでしゃべるので

はなくて、もう少し子どもを上手に引き出すような形の授業を

したらもっといい授業になるのだ」という指摘をされて最終的

に認定されなかったときに、自分はそこに力点をおいて終わっ

てからも研修をしていこうと、そこに力点をおいて再チャレン
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ジの授業を行おうというような形で、激励しながらもっていき

たいと考えているところです。 
 

○委員長 分かりました。自分のうまくいっていないところが、きちんと

整理されて指摘されて、それに対する対策がとられていくとい

うことであれば、今のような話にはあまりならないかと思いま

す。その辺があいまいで、特に人間力なんていうのは評価され

て、「あなた人間力がありません」と言われたとき、私たちはど

う思うでしょうね。多分この課程であれば授業力が一番磨かれ

るのではないかと思うわけですが、どこがマイナスなのかとい

うことをきちんと指摘して、次の手立てを教えてやるというこ

とが、そういうケアになるのだろうという気がいたします。他

にいかがでしょうか。 
 

○髙山委員 この対象というところで、自らマイスター養成塾の受講を希望

し、選考されたものということで１８人が選ばれたわけですね。

そうすると、この１８人の方は「私はマイスター塾を受けたい」

ということをおっしゃって、選考というのはどこで誰がおやり

になったのですか。 
 

○教職員課長 実際に応募に当たっては、例えばこの何年間で授業研究を何回

したとか、実際に学校でどんな研究実践をしているかという、

ある程度基準を設けまして、その基準があがってきた段階で選

考をかけています。これは総合教育センター、学校支援課、教

職員課の中で検討させていただいております。 
 

○髙山委員 そうすると認定審査委員会とはまた違うわけですね。１８人選

ばれたのですが、もっとたくさんいらしたということですね。 
○教職員課長 希望は２３人でした。 

 
○髙山委員 そのうち１８人選ばれたと。それでマイスターという称号が与

えられると、例えば処遇上は何か特典があるのですか。 
 

○教職員課長 その方がマイスターになってすぐ指導主事になるとかというこ

とではないのですけれども、先ほど申し上げましたように、将

来的には指導主事や管理職として、また地域の研修のリーダー

として活躍できる場を作っていくということを予定しておりま

す。 
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○髙山委員 その候補生というか、そういう名誉というような感じの称号が

与えられるということですね。言葉としてちょっとよく分から

ない、批正、これはどういうものですか。 
 

○教職員課長 いわゆる批判、それから正しく改善を促すという両方意味を含

めて批正という言葉を使わせていただいております。 
 

○委員長 これは大学の先生が入るわけですか。 
 

○教職員課長 大学の先生からも、指導案検討自体には入りませんけれども、

研修の中で入ってもらったり、先ほどの審査検討委員会には入

っていただきたいと考えています。 
 

○委員長 批正について、批正の場というのは会場が大学になっています

ね。 
 

○教職員課長 これは１２年経験者研修の場ですので、これには大学の先生は

直接入っております。 
 

○委員長 そしてその指導のもとにできあがった指導案を見せていただい

て、一緒に批正しあうということですね。そうすると指導者は

こちらも出るけれど、大学の先生方も出るわけですね。 
 

○教職員課長 これはできあがった指導案というよりも、指導案を作る段階で

指導主事、マイスター養成塾、大学の先生、本人という形で授

業を作っていくという形が中心になります。 
 

○髙山委員 この１８名の方の平均的な勤務年数はどのくらいですか。 
 

○教職員課長 年齢的に言いますと、３９歳から４５歳までです。勤務年数は

大体１５年から２２年くらいまでになっております。 
 

○髙山委員 こういうように選ばれたということで、学校の中で、教職員の

間である種の競争意識が芽生えてくるかもしれません。さらに

逆をかえせば、ねたみみたいなものも出てくるかもしれないと

いう心配はあるのですけれど、その辺のところも競争社会だか

らということで、あるいは授業力向上のためにという、大変大

切な目的のために設けられたと思いますけれども、そういうこ
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とでマイスターということをもらったために、かえって学校に

居づらくなるというようなことがないようにしなければいけな

いと思うのです。この辺は何か考えておられますか。 
 

○教職員課長 今回一番のポイントは、例えば他の都道府県政令市でスーパー

ティーチャーというあたりで認定されたりとかというケースが

あるわけですけれども、それは基準が分からないままＡ校のＢ

さんはスーパーティーチャーですとなります。でも新潟市のマ

イスター養成塾については、オープンにされた絶対評価の中で

認められるものですので、やはり客観的で公正な基準で選ばれ

ているのだということが、何よりもポイントになるかと考えて

いますし、またこの人たちからマイスターになってから師範授

業、一般的に師範授業と言うのですけれども、模範授業をして

もらいますので、まさに実力で周りの先生方にきちんと公開授

業ができると考えております。 
 

○髙山委員 分かりました。それを聞いて安心いたしました。政令市になっ

てのひとつの目玉でもあるわけですから、ぜひ成功させて、全

部が全部マイスターになるわけにはいかないかもしれません

が、マイスターと言われるような先生方がたくさん新潟市に出

てくるということを私たちは切に願いたいと、これをきっかけ

に私は思います。 
 

○小池委員 私としては、やはり優秀でやる気のある先生は評価するシステ

ムがあるべきだと思っていますので、この制度に期待するもの

は大きいのです。確かに先生は義務教育の原則からいえば、ど

の先生に教わっても同じ授業が受けられるということは理想で

すけれども、現実は違うのだと思うのです。現実を認めない、

みんな平等ですというわけにはいかないので、やる気のある先

生の認定というのは必要なことではないかと思っています。そ

れからマイスターの認定にあたっては、時には学校や校長先生、

教育委員会の「この先生はいい先生だ」という評価と、実は生

徒や保護者の評価の間にギャップがあるということもあり得る

のです。その辺を本当に生徒や保護者にとってもいい先生だと

評価されている先生が認定を受けやすいような、認定の基準の

時に、そういうことも考慮して決めていただければと思います。 
 

○委員長 これは今話題になっている給与、例えばＡの人は上げると、５
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段階だとＥの人は下げるというようなことが国で取りざたされ

ています。東京都はもう具体化しているのですか。そういうこ

とと絡んでいくことがあり得るわけですか。そこまで考えなく

ていいのかな。 
 

○教職員課長 新潟市に人事権がきましても、県費負担教職員であるというこ

とは変わりませんので、新潟市だけで処遇に反映するというの

は、現実問題として今のところはできない状況ですので、給与

面での処遇というのは今のところは考えていないということで

ございます。 
 

○委員長 ちょうど昨日日曜で、何人かの現職の教員と一緒におしゃべり

をしたのですが、評価制度が今年から正式にスタートすると。

Ｂが一番多くてＢを取ると、Ｂが取れるようにがんばりたいと

いう人が多かったのです。大変細かい計画書を作るのですが、

ドキドキしているという方が何人もおられました。それはそれ

で評価をされて、給与も先々それで変わっていくというお話し

をしていたから、教員は確かに忙しい、忙しくないかに関わら

ず、今までそういう評価をされたことがない、これも評価制度

の１つになるかと思うのです。されたことがないものですから、

そういう制度が出てきたことについて、非常に期待よりも不安

を持って構えている方が多いのではないかと。そういう中で希

望してくださった、非常にありがたい話なのですが、その辺の

教員全体のケアをどうするのかというのが、非常に成功するか

どうかのポイントになるので、その辺りもよく校長さんあたり

に話しをして、学校の中の取り組み方を盛り上げていただきた

いと思います。よろしいでしょうか。続いて生涯学習ボランテ

ィアバンクについて、お願いいたします。 
 

○中央公民館長 生涯学習センターでございます。新潟市生涯学習ボランティア

バンクにつきまして、かねてより準備を進めておりましたが、

このほど準備が整いましたので、実施に向けてご報告するもの

であります。その趣旨は、優れた技能等を有する地域の人材を

有効活用するということと、市民の学習環境によって学んだ成

果を地域社会に還元するという２つの意味がございます。登録

対象者につきましては、個人とグループがございます。個人に

つきましては、手を挙げた方どなたでもというふうにしたいの

ですけれども、ボランティアとしてある程度信用を得てから、
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もっと増やしたいという意図がございますので、今のところ生

涯学習センター、公民館、図書館で主催したボランティアの養

成講座を修了した方ということで、その方から登録をお願いし

ております。それからグループにつきましては、一応生涯学習

施設で活動しているグループを対象にしております。最後に６

４ページ、６５ページに募集の時のチラシがございます。これ

によって募集をいたしました。その結果、個人は２８名、グル

ープは２８団体４７６名の登録をいただいたところでございま

す。個人につきましては、そのジャンルは様々でございまして、

例えば過去の実務経験から児童への命の教育ができますとか、

茶道、生け花を教えられます、パソコンを教えられます、それ

からちょっと変わったところでは昭和２０年３月１０日の東京

大空襲の生き残りですという語り継ぎをしたいと思っています

とか、朗読、手芸、編み物、水泳指導もいたしますとか、様々

なジャンルの登録がございます。それから団体につきましても、

読み聞かせのグループ、三味線、民謡、フラダンス、手話とか、

植物の世話とか、マジックとか、染色とか、様々なジャンルが

登録をいただいております。登録期間は２年でございますが、

登録方法につきましては、６０ページの下にございますけれど

も、この左側の部分が終ったところでございまして、真ん中の

バンクの登録が終って、これからは人材情報を広く市民に提供

していって、要望があったところに派遣をしていきたいと考え

ております。６１ページの活動内容でございますが、６番の内

容（１）は市民とか公共機関が行う講座とか講演会において指

導者として講義とか講習等を行うと。それから先生だけではな

くて、バックアップしてくれるということで、円滑に進むよう

に支援するということがいえます。この中には学校、保育園と

かというところの要望にもこたえていきたいと思いまして、広

報には市報にいがた、チラシにつきましては、小中学校にも送

りたいと思っています。学校の支援のためにも大いに活用して

いきたいと思っております。６２ページ、６３ページにつきま

しては、その要項になっております。以上でございます。 
○委員長 ありがとうございました。いかがでしょうか。生涯学習のボラ

ンティアバンクを設置するということですが、何かご質問等ご

ざいませんか。 
 

○髙山委員 この登録対象者は公的機関のボランティア養成講座を受けた者

でないとだめだと。個人はですね。その場合に、例えば民間の
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カルチャーセンターなどで勉強したという方たちもこの講座を

受けないといけないと。 
 

○中央公民館長 カルチャーセンターにつきましては、技術を学んでいただくの

ですけれども、ボランティアの養成講座は例えば心構えとか、

対応する対応術とか、そういう技術とは別な部分で、これから

も例えば学校へ行ったときに子どもたちとどう対応するとか、

そういうところを学んでいただくものでございます。 
 

○髙山委員 受講する人がいいわけですね。民間カルチャーで勉強した人が、

このボランティア養成講座を受けるという門戸は開いているわ

けですね。公民館で勉強した人でないとだめということではな

いわけですね。それから、登録者は活動した場合、活動報告を

出せと書いてあるのですね。利用者というか活動をお願いした

人が出せば、何もボランティアさんが自分はこうやりましたと

いうことまで要求する必要はないような気がするのですが。 
 

○中央公民館長 活動報告の中には、例えば報告だけではなくて感想とか、こう

いう制度をこうしたらいいとか、相手先にはもうちょっとここ

を工夫して迎え入れてもらうといいとか、そういうような報告

をいただきたいと思っております。 
 

○髙山委員 要するに強制的に必ず出せというのは、酷なような気がするの

です。ボランティアとして行っているのに。わざわざ報告書を

出さないとボランティアできないのかというように取られかね

ないので。要するに参考意見として報告を出すことも可である

というような感じのほうがいいと思うのですが。 
 

○中央公民館長 今のところその線で動いておりますので、ボランティアさんの

意見も聞きながら、この是非につきましては検討させていただ

きます。 
 

○髙山委員 それから無償を原則とするということで、材料費等と書いてあ

るのですが、等の中には交通費も含まれるわけですか。 
 

○中央公民館長 含まれると考えております。 
 

○佐藤委員 大変結構なことで、アクティブシニアをいっぱい作ってもらえ
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ば活性化すると思うのですが、ただ問題は登録の記述にもあり

ますように、人材バンクを利用して政治、宗教また営利目的の

活動を行ったときという、あってはならないとは思うのですが、

当然出てくるであろうということを想定して、かなりやはり厳

しい罰則を考える必要があると思うのです。例えばそういう形

をとった場合は、氏名は公表するというくらいの縛りをつけて

おきませんと、つい選挙期間中「こいつ頼むな」くらいの話に

なると、やはり問題だと思うのです。ボランティアということ

はあくまでもボランティアなわけですから、その辺のところを

少しきちんと、法的な部分をやっておいたほうがいいかなとい

う気がいたします。 
 

○委員長 それでは先ほどの話とあわせて、それも検討してみてください。

確かに何かそういう機関を使って、自分たちの主張みたいなも

のをされては大変困るわけですので。 
 

○髙山委員 さっき学校、幼稚園というお話しがありましたね。総合的学習

の講師として、２８人あるいは２８団体の中にはあると私は思

うのです。したがってリストみたいなものは各学校に配布する

と。総合的学習時間にこの人たちが来てくれますよというお誘

いを出せるというのが大事だと思うのですが，どうですか。 
 

○中央公民館長 その予定にしておりますが，ただ名前まではちょとプライバシ

ーの問題もありますので，リストを出しまして，こちらに問い

合わせていただいて、そこから交渉というふうにしたいと思っ

ております。 
 

○委員長 ちょっと分からないのですが、今のお話。名前だけ出すのです

か。 
 

○中央公民館長 いいえ、名前を出さないで、こういう技能があって、こういう

のを教える人がいますよというリストを出します。例えばＡ、

Ｂ、Ｃ、Ｄとかというふうにして、表を出していきます。 
 

○委員長 住所だとか年齢だとかは別として、こういう人が昔話をやりた

いというような情報は出していただかないと。小中学校は選ぶ

わけにいかないですね。 
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○中央公民館長 例えばＡさんは昔話とか、Ｂさんは大空襲の語り継ぎとか、そ

ういうふうなリストを用意しておりますので、それを配りたい

と思っております。 
 

○委員長 はい、分かりました。今のこととつながるわけですが、個人で

２８人というのは非常に少ない感じがするのですね。団体とし

て登録すると４７６人になると。そういう人というのはどこか

しら入っているものですか。新潟市はそういったものが割と学

校任せで、今までなかったかと思います、旧新潟市は。しかし、

新津なんか非常に盛んでしたよね。そういうのがうまく動いて

いたと思うのですが、そういったことを考えると、２８名とい

うのが非常に少ない感じを受けるわけですが、いかがですか。 
 

○中央公民館長 確かに２８名というのは少ないと思われます。ただここの段階

で手を挙げた人みんなというふうにしますと、私たちが教育を

していない段階で学校に行って信用を落としてしまったら、も

うこのボランティアの制度は続かないということで、ある程度

慎重に、学校の皆さんにも市民の皆さんにも信用してもらった

段階で、もっと増やしていきたいと考えています。 
 

○委員長 それで講座を修了した人たちと限定しているわけですね。 
 

○中央公民館長 実績を見まして、それからは今度手を挙げた人たちに研修をし

てもらって派遣できるかと思っていますけど、他の市の状況を

見ますと、あまりたくさんいても登録したのにさっぱり仕事が

こないということもありまして、慎重に様子を見ながらやって

いきたいと考えております。 
 

○委員長 はい、分かりました。 
 

○小池委員 実際にはボランティア養成講座はもう開講されたわけですよ

ね。何人くらいが受講されたのですか。 
 

○中央公民館長 記録を持ってきておりませんけれども、生涯学習センターの講

座には２０人くらいは受けていると思います。 
 

○小池委員 そうすると登録された２８人のうちで、ボランティア養成講座

を受けていない方もいらっしゃるということですか。 
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○中央公民館長 ２８名の中には、生涯学習センターだけではなくて、他の公民

館でも養成講座をやっておりますので、そこからも手を挙げて

いただいた方もいらっしゃいます。今詳しい、どこで受けたか

という資料がございませんので、お答えはできませんけれども。 
 

○小池委員 分かりました。私はボランティア活動にずっと携わっておりま

すので、意外と難しいものだというのはよく分かっているつも

りなのです。やはりきちんと信用のおける方でないと、約束し

たけどすっぽかしたというようなことがあっては、相手が学校

だったりすると本当に学校の活動に穴が開くというようなこと

で、迷惑がかかってしまうことがあるので、本当に信用できる

方を登録していただかないと、この制度は動かないものだと思

いますので、その辺事務局としてはとても手のかかることでは

あると思うのですけれども、やはり市民のパワーを生かすとい

う意味で大切なことなので、私としてはこのやり方は非常によ

く整っていると思います。そういう意味では先ほど髙山委員の

ほうから活動報告を出させるのは問題ではないかというご意見

があったのですけれども、私としてはやはり市の生涯学習セン

ターとしては派遣する責任というのもありますので、そういう

制度を利用してやっているのだということは、ボランティアの

ほうにも認識していただいたほうがいいと思うのです。個人プ

レーではなくて、やはり生涯学習センターの生涯学習ボランテ

ィアバンクの一員としての活動であるということを認識しても

らうという意味では、大変細かい内容を出していただく必要は

ないと思いますけれども、やはり行ったボランティアにも報告

を出していただいて、ボランティアバンクを利用した先のほう

にも報告を出していただくということは、必要ではないかと感

じております。 
 

○委員長 それでは今のことをまた、ボランティアの人たちの意見も聞い

て、ここまでならできるという辺りを検討してみて、計画を進

めていただきたいと思います。 
 

第５ 次回日程  
○委員長 次回の日程について説明を求める。 

 
○教育総務課長 ６月定例会は，６月１２日（火）午後２時から，７月定例会は
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７月２４日（火）午後２時からでお願いしたい。 
 

○全委員 全員異議なく了承する。 
 

第６ 閉会宣言  
○委員長 午後４時１０分，閉会を宣言する。 

 
 
 

  
以上，会議のてん末を承認し，署名する。 
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